
 
■各種配管の保温 施工要領 

 
図番 区  分 施工箇所  施工場所（例） 保温種別 

01 一般配管の保温 屋内露出 
RW 
GW 

居室・廊下 ａ1・（イ）（ロ）・Ⅶ 

02 〃 屋内露出 EPS 機械室 ｂ・（ハ）・Ⅶ 

03 〃 屋内露出 
RW 
GW 

機械室 ｂ・（イ）（ロ）・Ⅶ 

04 〃 屋内露出 EPS 機械室 ｂ・（ハ）・Ⅶ 

05 〃 屋内隠ぺい 
RW 
GW 

天井内 
ＰＳ内 

ｃ2・（イ）（ロ）（ハ）・Ⅶ 

06 〃 暗渠内 EPS 
ピット内 
共同溝 

ｄ・（ハ）・Ⅶ 

07 〃 屋外露出 EPS 屋外配管 ｅ2・（ハ）・Ⅶ 

08 給湯管類の保温 屋内露出 
RW 
GW 

居室 
廊下 

ａ1・（イ）（ロ）・Ⅰ 

09 〃 屋内露出 
RW 
GW 

機械室 ｂ・（イ）（ロ）・Ⅰ 

10 〃 天井隠ぺい ALGC 
天井内 
ＰＳ内 

ｃ2・（イ）（ロ）（ハ）・Ⅰ 

11 〃 
暗渠内 
 

RW 
GW 

ピット内 
共同溝 

ｄ・（イ）（ロ）・Ⅰ 

12 〃 屋外露出 
RW 
GW 

屋内配管 
浴場他 

ｅ2・（イ）（ロ）・Ⅰ 

13 その他 
屋内 
屋外 

RW 
GW 

水槽類 ｆ1・（イ）（ロ）（ハ）・Ⅷ 

      

 
 
 
 
  



 

図番－０１ 

ａ．一般配管 給水管、排水管 

 屋内露出 機械室、居室、廊下、倉庫等の見え掛り部 

・ロックウール保温筒 
・またはグラスウール保温筒の場合 

保温種別 ａ1・（イ）、（ロ）・Ⅶ 

 

保温の厚み 
管径 15 20 25 32 40 50 65 80 100 125 150 200 250 300 
厚み 20 25 40 

 
 

材   料 規   格 備   考 
ロックウール保温筒 JIS-A-9504  
グラスウール保温筒 JIS-A-9504（2号品） 1 ㎥当たり 45 ㎏ 
鉄線 JIS-G-3547 亜鉛鍍金鉄線 
合成樹脂カバー JIS A 1322 板厚0.3mm以上 シートタイプ 
   

 
 
  



 

図番－０２ 

ａ．一般配管 給水管・排水管 

 屋内露出 機械室、書庫、倉庫等の見え掛り部 

・ポリスチレンフォーム保温筒の場合 保温種別 ｂ・（ハ）・Ⅶ 

 

保温の厚み 
管径 15 20 25 32 40 50 65 80 100 125 150 200 250 300 
厚み 20 25 

 
 

材   料 規   格 備   考 
ポリスチレンフォーム保温筒 JIS-A-9511  
粘着ビニールテープ JIS-Z-1525 厚さ 0.02 ㎜ 
アルミガラスクロス   
   

 
 
  



 

図番－０３ 

ａ．一般配管 給水管、排水管 

 屋内露出 機械室、書庫、倉庫等の見え掛り部 

・ロックウール保温筒 
・またはグラスウール保温筒の場合 

保温種別 ｂ・（イ）、（ロ）・Ⅶ 

 

保温の厚み 
管径 15 20 25 32 40 50 65 80 100 125 150 200 250 300 
厚み 20 25 40 

 
 

材   料 規   格 備   考 
ロックウール保温筒 JIS-A-9504  
グラスウール保温筒 JIS-A-9504（2 号品） 1 ㎥当たり 45 ㎏以上 
鉄 線 JIS-G-3547（0.6 ㎜） 亜鉛鍍金鉄線 
原 紙  1 ㎡当たり 370ｇ以上 
アルミガラスクロス （アルミ箔） 

JIS-R-3414（アルミガラスクロス） 
厚さ 0.02 ㎜ 
1 ㎡当たり 45 ㎏以上 

 
 
  



 

図番－０４ 

ａ．一般配管 給水管、排水管 

 屋内露出 機械室、書庫、倉庫等の見え掛り部 

・ポリスチレンフォーム保温筒の場合 保温種別 ｂ・（ハ）・Ⅶ 

 

保温の厚み 
管径 15 20 25 32 40 50 65 80 100 125 150 200 250 300 
厚み 20 25 

 
 

材   料 規   格 備   考 
ポリスチレンフォーム JIS-A-9511（3 号品） 1 ㎡当たり 25 ㎏以上 
粘着ビニールテープ JIS-Z-1525 厚さ 0.2 ㎜ 
アルミガラスクロス （アルミ箔） 

JIS-R-3414（アルミガラスクロス） 
厚さ 0.02 ㎜ 
1 ㎡当たり 45 ㎏以上 

 
 
  



 

図番－０５ 

ａ．一般配管 給水管、排水管 

 屋内隠蔽 
天井内、パイプシャフト等の隠蔽部 
（ただし、多湿天井内は除く） 

・ロックウール保温筒 
・またはグラスウール保温筒の場合 

保温種別 c2・（イ）、（ロ）、（ハ）・Ⅶ 

 

保温の厚み 
管径 15 20 25 32 40 50 65 80 100 125 150 200 250 300 
厚み 20 25 40 

 
 

材   料 規   格 備   考 
アルミガラスクロス 
化粧保温筒 

（アルミ箔） 
JIS-R-3414 

厚さ 0.02 ㎜ 
1㎡当たり 45 ㎏以上 

アルミガラスクロス 
粘着テープ 

JIS Z 0237 粘着力 1.5N／10mm以上 

 
 
 
  



 

図番－０６ 

ａ．一般配管 給水管、排水管 

 暗渠内、床下 床下ピット、共同溝、暗渠内等 

・ポリスチレンフォーム保温筒の場合 保温種別 ｄ・（ハ）・Ⅶ 

 

保温の厚み 
管径 15 20 25 32 40 50 65 80 100 125 150 200 250 300 
厚み 20 25 

 
 

材   料 規   格 備   考 
ポリスチレンフォーム JIS-A-9511 1 ㎡当たり 25 ㎏以上 
粘着ビニールテープ JIS-Z-1525 厚さ 0.2 ㎜ 
ポリエチレンフイルム JIS-Z-1702 厚さ 0.05 ㎜ 
鉄線 JIS-G-3547 亜鉛鍍金鉄線 
着色アルミガラスクロス   

 
 
 
  



 

図番－０７ 

ａ．一般配管 給水管、排水管 

 屋外露出 
屋外配管、浴場、厨房等の多湿箇所部（バルコニー、

開放廊下を含む）ただし、屋外の排水管は除く 

・ポリスチレンフォーム保温筒の場合 保温種別 e2・（ハ）・Ⅶ 

 

保温の厚み 
管径 15 20 25 32 40 50 65 80 100 125 150 200 250 300 
厚み 20 25 

 
 

材   料 規   格 備   考 
ポリスチレンフォーム JIS-A-9511（3 号品） 1 ㎡当たり 25 ㎏以上 
粘着ビニールテープ JIS-Z-1525 厚さ 0.2 ㎜ 
ポリエチレンフイルム JIS-Z-1702（1 種） 厚さ 0.05 ㎜ 
ステンレス鋼版  0.2 ㎜以上 

 
 
 
  



 

図番－０８ 

ｂ．給湯管類 給水管、温水管、膨張管 

 屋内露出 居室、廊下等の見え掛かり部 

・ロックウール保温筒 
・またはグラスウール保温筒の場合 

保温種別 a1・（イ）、（ロ）・Ⅰ 

 

保温の厚み 
管径 15 20 25 32 40 50 65 80 100 125 150 200 250 300 
厚み 20 25 40 

 
 

材   料 規   格 備   考 
ロックウール保温筒 JIS-A-9504  
グラスウール保温筒 JIS-A-9504（2 号品） 1 ㎥当たり 45 ㎏以上 
鉄 線 JIS-G-3547（0.6 ㎜） 亜鉛鍍金鉄線 
合成樹脂カバー  （シートタイプ） 
   

 
 
  



 
 

図番－０９ 

ｂ．給湯管類 給水管、温水管、膨張管 

 屋内露出 機械室、書庫、倉庫等の見え掛かり部 

・ロックウール保温筒 
・またはグラスウール保温筒の場合 

保温種別 ｂ・（イ）（ロ）・Ⅰ 

 

管径 15 20 25 32 40 50 65 80 100 125 150 200 250 300 
厚み 20 25 40 

 
 

材   料 規   格 備   考 
ロックウール保温筒 JIS-A-9504  
グラスウール保温筒 JIS-A-9504（2 号品） 1 ㎥当たり 45 ㎏以上 
鉄 線 JIS-G-3547（0.6 ㎜） 亜鉛鍍金鉄線 
原 紙  1 ㎡当たり 370ｇ以上 
アルミガラスクロス （アルミ箔） 

JIS-R-3414（アルミガラスクロス） 
厚さ 0.02 ㎜ 
1 ㎡当たり 45 ㎏以上 

 
 
  



 

図番－１０ 

ｂ．給湯管類 給水管、温水管、膨張管 

 天井隠蔽 
天井内部、パイプシャフト等の隠蔽部 
（ただし、多湿天井内は除く） 

 保温種別 c2・（イ）、（ロ）、（ハ）・Ⅰ 

 

管径 15 20 25 32 40 50 65 80 100 125 150 200 250 300 
厚み 20 25 40 

 
 

材   料 規   格 備   考 
アルミガラスクロス 
化粧保温筒 

（アルミ箔） 
JIS-R-3414 

厚さ 0.02 ㎜ 
1㎡当たり 45 ㎏以上 

アルミガラスクロス 
粘着テープ 

JIS Z 0237 粘着力 1.5N／10mm以上 

 
 
  



 

図番－１１ 

ｂ．給湯管類 給水管、温水管、膨張管 

 暗渠内 
床下ピット内、共同溝、暗渠内等の部分 
（ただし、コンクリート埋設分は除く） 

・ロックウール保温筒 
・またはグラスウール保温筒の場合 

保温種別 d・（イ）、（ロ）・Ⅰ 

 

保温厚 
管径 15 20 25 32 40 50 65 80 100 125 150 200 250 300 
厚み 20 25 40 

 
 

材   料 規   格 備   考 
ロックウール保温筒 JIS-A-9504  
グラスウール保温筒 JIS-A-9504（2 号品） 1㎥当たり 45 ㎏以上 
ポリエチレンフイルム JIS-Z-1702（1 種） 厚さ 0.05 ㎜ 
鉄 線 JIS-G-3547（0.6 ㎜） 亜鉛鍍金鉄線 
着色アルミガラスクロス   
   

 
  



 

図番－１２ 

ｂ．給湯管類 給水管、温水管、膨張管 

 屋外露出 
屋内配管、浴場、厨房等の多湿箇所部 
（バルコニー、開放廊下含む） 

・ロックウール保温筒 
・またはグラスウール保温筒の場合 

保温種別 e2・（イ）、（ロ）・Ⅰ 

 

保温厚 
管径 15 20 25 32 40 50 65 80 100 125 150 200 250 300 
厚み 20 25 40 

 
 

材   料 規   格 備   考 
ロックウール保温筒 JIS-A-9504  
グラスウール保温筒 JIS-A-9504（2 号品） 1 ㎥当たり 45 ㎏以上 
ポリエチレンフイルム JIS-Z-1702（1 種） 厚さ 0.05 ㎜ 
鉄 線 JIS-G-3547（0.6 ㎜） 亜鉛鍍金鉄線 
ステンレス鋼版  厚さ 0.2 ㎜ 

 
 
  



 

図番－１３ 

ｃ．その他 水槽類（給排水衛生） 

 屋内・屋外 鋼板製水槽、圧力水槽、減圧水槽、貯湯槽 

 保温種別 f1・（イ）、（ロ）、（ハ）・Ⅷ 

 

保温厚：25mm 
 
注）屋外設置の場合は、ステンレス鋼板で屋内露出の場合はアルミニウム板仕上げとする。 
ただし、フタのカバーは屋外のみ施工する。 
※屋内隠蔽は、着色亜鉛鉄板をアルミガラスクロス、金網巻き仕上げとする。 

 
材   料 規   格 備   考 

ロックウール保温板 JIS-A-9504  
グラスウール保温板 JIS-A-9504(2号)  
ポリエチレンフィルム   
アルミガラスクロス JIS-R-3414(ガラスクロス） １㎡当たり 45g以上 
鋲   
鉄線 JIS-G-3547(0.6㎜) 亜鉛鍍金鉄線 
カラー亜鉛鉄板   
アルミニウム板   
ステンレス鋼板  厚み 0.3㎜ 
亀甲金網 JIS-G-3554 線径 0.5㎜の網目 16 

 
 


